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定
例
会

2

定
例
会
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【
２
月
】

24
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程　
　
　

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
） 

25
日・ 
休
会

26
日・ 
休
会

27
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

　
　

 

発
言
内
容
通
告
締
切　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
午
）

28
日・ 議
案
審
議

　
　
・ 質
疑
、討
論
、採
決

【
３
月
】

１
日・休
会（
議
案
研
究
）

２
日・議
案
審
議

　
　
・ 質
疑
、討
論
、採
決

3
日・休
会（
議
案
整
理
）

4
日・休
会

5
日・休
会

6
日・常
任
委
員
会（
議
案
）

7
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
現
地
調
査
）

8
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

9
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

10
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日・休
会

12
日・休
会

【
２
月
】

24
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・ 議
案
の一括
上
程　
　
　

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
） 

25
日・ 
休
会

26
日・ 
休
会

27
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

　
　

 

発
言
内
容
通
告
締
切　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
午
）

28
日・ 議
案
審
議

　
　
・ 質
疑
、討
論
、採
決

【
３
月
】

１
日・休
会（
議
案
研
究
）

２
日・議
案
審
議

　
　
・ 質
疑
、討
論
、採
決

3
日・休
会（
議
案
整
理
）

4
日・休
会

5
日・休
会

6
日・常
任
委
員
会（
議
案
）

7
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
現
地
調
査
）

8
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

9
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

10
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日・休
会

12
日・休
会

平
成
29
年  
鹿
島
市
議
会

　
　

３
月
定
例
会
会
期
日
程

議案第 １号 　平成２９年度鹿島市一般会計予算について

議案第 ２号 　平成２９年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について

議案第 ３号 　平成２９年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計予算について

議案第 ４号 　平成２９年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について

議案第 ５号 　平成２９年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について

議案第 ６号 　平成２９年度鹿島市給与管理特別会計予算について

議案第 ７号 　平成２９年度鹿島市水道事業会計予算について

議案第 ８号 　鹿島市犯罪被害者等支援条例の制定について

議案第 ９号 　鹿島市職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の制定について

議案第10号 　鹿島市職員の育児休業等に関する条例及び鹿島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第11号 　鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について

議案第12号 　職員の特殊勤務手当てに関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第13号 　鹿島市税条例の一部を改正する条例の制定について

議案第14号 　鹿島市子育て支援センター条例の一部を改正する条例の制定について

議案第15号 　鹿島市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定について

議案第16号 　平成２８年度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について

議案第17号 　平成２８年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

議案第18号 　平成２８年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

議案第19号 　平成２８年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（３号）について

議案第20号 　平成２８年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第２号）について

議案第21号 　防災情報伝達システム整備工事（CATV屋内放送システム分)の請負契約の変更について

議案第22号 　平成２８年度鹿島市一般会計補正予算（第６号）について        
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【3月定例会】
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賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　決　結　果次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･（監査委員のため審議に参加できない）

13
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日・新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日・休
会（
議
案
整
理
）

16
日・一般
質
問（
２
名
）

17
日・一般
質
問（
２
名
）

18
日・休
会

19
日・休
会

20
日・休
会

21
日・一般
質
問（
３
名
）

22
日・一般
質
問（
３
名
）

23
日・委
員
長
報
告
、議
案
審
議

　
　
・質
疑・討
論・採
決

　
　
・閉
会

自
　
平
成
29
年
２
月
24
日

至
　
平
成
29
年
3
月
23
日

２
、日
程

1
、会
期

現地調査（五本松新篭線）



議
案
審
議

議
案
審
議

４５

議
案
審
議

子
育
て
援
助
活
動
事
業（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）に
つ
い
て

平
成
29
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
14
号

　
　
　

勝
屋 

弘
貞 

議
員

質
問
　
お
子
様
を
預
か
っ
て

不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
の
対
策
は
。
ま
た
、
援
助

会
員
の
研
修
の
内
容
は
。

答
弁　

地
域
子
育
て
支
援
補

償
保
険
に
市
が
加
入
す
る
。

お
子
様
・
援
助
会
員
に
対

し
、
特
別
な
過
失
以
外
の
一

般
的
な
事
故
や
入
院
に
対
応

で
き
る
。

　

研
修
は
12
回
の
養
成
講
座

を
行
っ
た
。
内
容
は
、
医
師

に
よ
る
「
心
身
の
発
育
と
病

気
」
、
救
急
救
命
士
に
よ
る

「
子
ど
も
の
安
全
・
応
急
処

置
」
、
養
護
教
諭
に
よ
る

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
折

り
紙
」
、
保
健
師
に
よ
る

「
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
」

等
、
今
後
、
新
規
の
援
助
会

員
に
も
受
講
し
て
も
ら
い
、

援
助
会
員
に
問
題
が
あ
る
よ

う
な
ら
、
そ
の
都
度
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

鹿
島
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号

　
　
　

中
村 

一
尭 

議
員

質
問
　
先
日
あ
る
市
民
か
ら

放
課
後
や
休
日
な
ど
に
「
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
」
を
し
た
い

が
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業

で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
お
子
様
を
預
か
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
？
ま
た
、
市
民
へ

の
周
知
徹
底
に
ど
う
務
め
て

い
く
の
か
？

答
弁　

サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
け

る
市
民
に
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け

て
い
た
だ
い
て
、
ま
ず
は
登

録
し
て
貰
う
。

 

そ
こ
か
ら
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
預
か
っ
た
り
、
自

宅
で
預
か
っ
た
り
幅
を
広
げ

て
い
く
。

 

少
し
ず
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

市
報
な
ど
で
募
集
し
て
い

く
。

健
全
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

議
案
第
14
号

　
　
　

松
田 

義
太 

議
員

質
問
　
平
成
29
年
度
予
算
に

お
い
て
、
市
債
（
借
入
金
）

残
高
は
約
1
1
0
億
円
（
地

方
交
付
税
に
よ
り
全
額
償
還

さ
れ
る
約
48
億
円
を
含
む
）

に
な
り
、
基
金
残
高
は
平
成

23
年
度
ピ
ー
ク
時
39
億
２
千

万
よ
り
約
24
億
ま
で
に
減
少

し
て
い
る
。

　

今
後
、
鹿
島
市
に
お
い
て

は
、
市
民
会
館
建
設
、
鹿
島

駅
周
辺
整
備
等
と
大
型
事
業

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る

が
担
当
課
の
見
解
を
お
伺
い

す
る
。

答
弁　

厳
し
い
財
政
状
況
に

対
応
し
な
が
ら
、
計
画
的
に

政
策
的
、
投
資
的
事
業
を
実

施
し
、
第
六
次
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
事
業
展
開
を
行

っ
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
と
利
用
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
16
号

　
　
　

稲
冨 
雅
和 
議
員

質
問
　
航
路
浚
渫
、
重
機
使

用
料
ほ
か
の
減
額
に
つ
い

て
、
委
員
会
資
料
に
は
、
塩

田
川
河
口
で
の
国
の
研
究
事

業
が
実
施
さ
れ
、
今
年
度
は

見
送
っ
た
と
あ
る
が
説
明

を
。

答
弁　

エ
バ
船
に
よ
る
塩
田

川
河
口
で
の
航
路
浚
渫
の
予

定
で
予
算
を
上
げ
て
い
ま
し

た
が
、
国
の
研
究
に
よ
る
有

明
海
漁
場
改
善
実
証
事
業

で
、
泥
を
や
わ
ら
か
く
し
て

か
ら
流
す
と
い
う
研
究
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。

　

エ
バ
船
の
航
路
浚
渫
事
業

と
国
の
研
究
と
だ
ぶ
る
の

で
、
今
年
度
は
見
送
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

平
成
28
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
16
号

　
　
　

勝
屋 

弘
貞 

議
員

質
問
　
麻
し
ん
・
風
疹
・
水

痘
予
防
接
種
事
業
及
び
妊

婦
・
乳
幼
児
検
査
事
業
で
の

受
診
者
数
は
。

答
弁　

麻
し
ん
・
風
疹
は
予

定
５
９
０
件
中
５
６
９
件
、

水
痘
は
１
〜
３
歳
の
間
に
２

回
の
接
種
を
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
27
年
の
実

績
か
ら
多
め
に
計
上
し
て
い

た
が
、
予
定
１
０
０
０
件
中

４
４
７
件
と
な
っ
て
い
る
。

妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
は
妊
娠

届
を
出
さ
れ
た
３
０
０
人
の

方
に
14
回
分
の
受
診
票
を
渡

し
た
。

 

年
度
を
ま
た
が
る
た
め
に

予
算
は
多
め
に
計
上
し
て
い

る
が
、
平
均
し
て
９
〜
10
枚

ほ
ど
の
使
用
と
な
っ
て
い

る
。

平
成
28
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
16
号

　
　
　
　

田 

一
美 

議
員

質
問
一　

現
在
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は

ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁　

１
月
末
現
在
の
交
付

枚
数
は
１
９
７
１
枚
。
申
請

者
率
は
全
対
象
者
の
９
％
程

度
、
交
付
率
は
６
・
４
％
で

あ
る
。

質
問
二　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
使
っ
た
証
明
書
の
発

行
は
い
つ
か
ら
利
用
で
き
る

の
か
。

答
弁　

県
内
で
は
現
在
８
市

町
で
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

発
行
を
開
始
し
て
い
る
が
、

杵
藤
地
区
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
て
お
り
一
緒
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

 

現
在
、
勉
強
会
を
実
施
中

で
、
導
入
計
画
の
検
討
時
期

に
あ
る
。

議
案
第
1
号

　
　
　
　

伊
東
　
茂 

議
員

質
問
　
新
年
度
当
初
予
算
１

２
，
８
７
９
，
０
０
０
千
円

の
編
成
は
第
６
次
総
合
計
画

に
沿
い
、
地
方
創
生
を
強
く

意
識
し
た
内
容
で
あ
る
。
市

長
任
期
最
終
年
度
と
し
て
、

今
ま
で
議
論
を
重
ね
て
き
た

子
育
て
支
援
（
給
食
費
無

償
・
保
育
料
保
護
者
負
担

減
）
を
打
ち
出
す
べ
き
と
考

え
る
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ

ッ
ト
手
数
料
、
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
新
た
な
財
源
１
億
１

職
員
の
健
康
調
査
等
実
態
調
査
を

議
案
第
1
号

５
０
０
万
円
を
有
効
利
用
し

定
住
促
進
を
促
す
べ
き
で
あ

る
。

答
弁　

保
育
料
は
無
料
か
ら

７
万
円
ま
で
10
段
階
の
負
担

料
を
実
施
し
て
い
る
。

 

学
校
給
食
は
教
育
基
本
法

に
基
づ
き
、
授
業
料
は
憲
法

に
関
わ
る
。
議
論
が
必
要
と

考
え
る
。

　
　
　

松
尾 

征
子 

議
員

質
問
　
職
員
の
超
過
勤
務
を

調
べ
る
と
一
ヶ
月
一
〇
〇
時

間
を
超
え
一
二
十
時
間
の
職

員
も
あ
る
。
二
八
年
度
長
期

休
暇
者
が
四
三
名
。
そ
の
内

六
名
が
メ
ン
タ
ル
に
よ
る
休

暇
。
精
神
的
な
い
き
づ
ま
り

は
体
調
を
悪
く
す
る
こ
と
に

も
な
る
。
仕
事
量
は
増
え
、

複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
一
方

職
員
は
年
々
減
ら
さ
れ
て
い

る
。
特
に
女
子
職
員
は
市
役

所
の
仕
事
の
あ
と
、
子
育

て
、
家
事
を
は
じ
め
重
圧
は

多
い
。
以
前
職
員
の
健
康
調

査
を
し
た
時
ス
ト
レ
ス
の
多

い
職
場
と
感
じ
た
。
職
員
の

実
態
調
査
を
や
る
こ
と
。

答
弁　

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ

市
の
仕
事
が
で
き
る
。
ご
指

摘
の
よ
う
に
職
員
の
健
康
調

査
や
働
き
方
を
注
意
し
な
が

ら
進
め
る
。



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

『
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
対
策
と

鹿
島
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
』に
つ
い
て

杉
原
　
元
博
　
議
員

質
問
一　

地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
お
い
て
、
運
転

免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
る
高

齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
具

体
的
な
施
策
は
。

答
弁　

公
共
交
通
機
関
の
利

用
回
数
券
等
の
給
付
を
検
討

す
る
。
ま
た
出
前
講
座
等
を

活
用
し
、
公
共
交
通
を
利
用

し
た
外
出
の
促
進
を
図
る
提

案
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

質
問
二　

七
浦
・
能
古
見
・

古
枝
地
区
の
山
間
部
等
、
公

共
交
通
の
通
ら
な
い
空
白
地

域
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

柔
軟
な
対
応
が
可
能

な
面
的
な
交
通
網
に
よ
る
移

動
支
援
が
必
要
。
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
運
行
も
考
え
て

み
た
い
。

質
問
三　

今
後
は
公
共
交
通

の
利
用
者
層
の
変
化
が
十
分

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
対
応
、

再
編
に
つ
い
て
。

答
弁　

バ
ス
路
線
の
ル
ー
ト

見
直
し
、
外
出
先
の
目
的
地

に
合
せ
た
運
行
水
準
に
見
直

す
事
で
効
率
的
・
効
果
的
な

運
行
形
態
を
目
指
す
。

質
問
一　

空
き
家
・
空
き
店

舗
の
地
区
毎
の
現
状
と
、
過

去
５
年
程
度
の
推
移
に
つ
い

て
。

答
弁　

市
内
全
域
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
対
象
の
「
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
」
で
、
鹿
島
地
区
１

件
、
浜
地
区
３
件
、
七
浦
地

区
１
件
、
計
５
件
の
登
録
が

あ
る
。
過
去
５
年
間
で
大
き

な
変
動
は
な
い
。

質
問
二　

増
加
す
る
空
き

家
・
空
き
室
の
今
後
の
活

用
、
居
住
支
援
に
つ
い
て
。

答
弁　

「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年

目
を
迎
え
、
実
績
も
着
実
に

上
げ
て
き
て
い
る
。
引
き
続

き
、
ま
ち
づ
く
り
や
雇
用
、

定
住
に
関
係
す
る
庁
内
各
部

署
と
連
携
を
と
り
成
果
に
繋

が
る
よ
う
取
り
組
む
。

質
問
三　

新
た
な
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
取
り

入
れ
る
た
め
の
施
策
は
。

答
弁　

現
在
、
佐
賀
県
の
担

当
部
署
で
色
々
と
検
討
中
で

あ
り
、
県
と
の
協
議
結
果
を

受
け
、
関
係
部
署
や
民
間
組

織
と
調
整
を
図
る
。

質
問
四　

「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
」
が
全
国
で
注

目
さ
れ
て
い
る
。
手
法
と
し

て
考
え
て
は
。

答
弁　

酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
、
今
ま
で
実
践
し
成
功
し

た
取
り
組
み
を
、
時
代
の
変

化
に
臨
機
応
変
に
対
応
・
継

続
し
て
い
く
。

一
般
質
問

『
鹿
島
市
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
の
現
状
と
対
策
』

少
子
化
対
策
と
し
て
も

完
全
無
料
化
を

玄
海
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

松
尾
　
征
子
　
議
員

質
問
一　

原
発
事
故
か
ら
六

年
が
経
過
し
、
原
発
の
危
険

性
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時

に
、
原
発
が
な
く
て
も
国
民

生
活
に
支
障
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
三
月
七

日
玄
海
町
の
岸
本
町
長
は
玄

海
原
発
三
・
四
号
機
の
再
稼

働
を
了
解
し
た
。
玄
海
町
長

の
同
意
を
得
て
、
佐
賀
県
知

事
も
同
意
の
方
向
。
一
応
全

県
の
首
長
の
意
向
を
聞
い
て

か
ら
結
論
を
出
す
と
い
う
。

原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は

国
民
の
多
く
が
再
稼
働
反
対

を
訴
え
て
い
ま
す
。
十
八
日

に
市
長
は
、
県
の
会
議
に
出

席
し
て
再
稼
働
に
つ
い
て
の

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
鹿
島
市
民
の
代
表
と
し

て
「
再
稼
働
反
対
」
の
意
見

を
表
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

十
八
日
再
稼
働
に
つ

い
て
直
接
知
事
に
話
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
内
容
を
事

前
に
話
せ
な
い
。
事
故
か
ら

六
年
、
現
地
の
実
情
は
想
像

出
来
な
い
。
安
全
・
安
心
に

つ
い
て
少
し
環
境
が
変
わ
っ

て
安
全
対
策
も
厳
し
い
規
制

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
一

方
六
年
経
っ
て
も
あ
の
状
況

か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
一

番
大
切
な
事
は
「
安
心
感
が

も
て
る
の
か
ど
う
か
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
大
丈

夫
で
す
よ
」
と
言
え
な
け
れ

ば
結
構
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
「
安
心
が

確
保
出
来
る
か
ど
う
か
」
と

い
う
こ
と
に
沿
っ
て
意
見
を

述
べ
て
い
き
た
い
。

質
問
二　

一
部
負
担
は
残
っ

て
は
い
る
が
窓
口
無
料
化
が

実
現
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

一
部
負
担
金
を
止
め
完
全
無

料
化
の
実
現
を
。
さ
ら
に
高

校
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
の

実
現
を
。
こ
の
事
は
貧
困
対

策
と
少
子
化
対
策
と
し
て
も

急
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。

答
弁　

市
と
し
て
無
料
化
の

為
に
六
七
〇
〇
万
円
必
要
。

さ
ら
に
一
部
負
担
金
を
無
料

に
す
れ
ば
、
二
五
〇
〇
万
円

の
財
源
が
必
要
。
さ
ら
に
高

校
卒
業
ま
で
と
な
れ
ば
、
一

部
負
担
金
分
で
一
七
〇
万

円
。
無
料
化
分
で
七
〇
〇
万

円
。
高
校
ま
で
完
全
無
料
化

の
為
に
は
、
さ
ら
に
三
三
〇

〇
万
円
必
要
に
な
る
。
病
院

受
診
の
な
い
家
庭
と
の
バ
ラ

ン
ス
の
為
に
も
受
益
者
負
担

を
お
願
い
す
る
も
の
。

鹿
島
市
の
交
通
体
系
に
つ
い
て

福
井
　
正
　
議
員

質
問
一　

長
崎
本
線
は
、
長

崎
・
武
雄
間
を
新
幹
線
で
、

武
雄
博
多
間
を
在
来
特
急
で

運
転
す
る
リ
レ
ー
方
式
で
２

０
２
２
年
に
開
業
予
定
で
あ

り
、
鹿
島
博
多
間
は
３
年
間

は
特
急
上
下
14
本
に
、
２
０

２
５
年
か
ら
は
上
下
10
本
と

な
っ
て
い
る
。
普
通
車
は
現

在
の
本
数
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
鹿
島
市
の
高
速
交
通
に

多
大
な
影
響
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
特
急
は
博
多
ま
で
行

く
の
か
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
の

運
転
で
あ
る
が
電
車
が
残
せ

な
い
の
か
。

答
弁　

博
多
ま
で
行
け
る
。

電
化
は
経
費
が
掛
か
り
デ
ィ

ー
ゼ
ル
で
あ
る
。

質
問
二　

肥
前
鹿
島
駅
及
び

駅
前
開
発
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

平
成
32
年
度
着
手
予

定
。

質
問
三　

都
市
計
画
道
路
井

手
〜
西
葉
線
の
整
備
状
況

は
。

答
弁　

中
牟
田
の
リ
ン
ガ
ー

ハ
ッ
ト
か
ら
東
町
交
差
点
ま

で
と
藤
津
碍
子
付
近
の
歩
道

が
な
い
箇
所
の
整
備
は
、
平

成
35
年
ま
で
７
年
で
整
備
予

定
。

質
問
四　

中
牟
田
〜
御
神
松

線
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
付

近
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　

平
成
27
年
に
周
辺
の

調
査
を
し
た
。
市
道
新
町
〜

組
地
線
の
渋
滞
も
あ
り
、
平

成
30
年
度
着
手
予
定
。

質
問
五　

乙
丸
〜
吹
上
線
の

整
備
検
討
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
記
述
が
あ
る
が
整
備
す

る
の
か
。

答
弁　

今
後
一
部
区
間
の
整

備
等
の
検
討
を
し
て
い
る

が
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直

し
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

質
問
一　

①
東
日
本
大
震
災

や
熊
本
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
被
災
者
の
避
難
誘
導
や
必

要
な
事
務
な
ど
を
行
う
Ｂ
Ｃ

Ｐ
計
画
策
定
を
自
治
体
や
事

業
所
が
行
う
よ
う
、
国
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
。
災
害
後

の
対
応
の
手
順
等
を
作
る
こ

と
で
、
混
乱
を
防
ぎ
市
民
に

安
全
安
心
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
早
急
な
災
害
復
旧

に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
鹿

島
市
の
取
り
組
み
は
。

②
避
難
所
の
ト
イ
レ
の
問
題

は
衛
生
状
態
に
影
響
が
あ
る

が
、
取
り
組
み
は
。

答
弁　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
現
在
策
定

し
て
い
な
い
が
策
定
す
る
予

定
で
あ
る
。
ト
イ
レ
は
例
え

ば
学
校
の
プ
ー
ル
付
近
に
設

置
等
を
考
え
て
い
る
。

鹿
島
市
な
ら
で
は
の

成
熟
社
会
に
つ
い
て

樋
口
　
作
二
　
議
員

質
問
一　

格
差
の
拡
大
な
ど

国
際
状
況
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁　

人
類
が
こ
れ
か
ら
直

面
す
る
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
理
想
的
な
の
は
北
欧
型

の
解
決
だ
が
原
資
を
ど
う
す

る
か
が
課
題
。

質
問
二　

ブ
ー
タ
ン
の
国
民

幸
福
量
を
政
策
に
で
き
な
い

か
。

答
弁　

人
の
幸
せ
は
①
健
康

②
愛
を
感
じ
る
こ
と
③
楽
し

く
過
ご
せ
る
仲
間
が
い
る
こ

と
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ル

ー
ル
と
し
て
持
ち
込
む
の
は

難
し
い
。

質
問
三　

国
民
の
幸
福
度
の

指
標
と
し
て
地
域
の
活
力
を

挙
げ
て
い
る
が
、
鹿
島
市
の

地
域
の
活
力
度
を
ど
う
思
う

か
。

答
弁　

高
齢
化
社
会
で
も
高

齢
者
を
通
じ
て
地
域
力
が
高

ま
る
よ
う
、
高
齢
者
が
学
ぶ

こ
と
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
。

質
問
四　

成
熟
社
会
の
子
育

て
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

答
弁　

ど
ん
な
社
会
で
も

「
生
き
る
力
」
「
知
・
徳
・

体
」
の
獲
得
が
子
供
に
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
カ
メ

ル
ー
ン
の
よ
う
に
幼
い
子
供

を
部
族
全
体
で
育
て
る
よ
う

な
考
え
も
必
要
で
あ
る
。

質
問
一　

若
者
無
業
者
と

は
。

答
弁　

通
学
し
て
い
な
い
独

身
者
で
、
収
入
を
伴
う
仕
事

を
し
て
い
な
い
15
〜
34
歳
以

下
の
個
人
。

質
問
二　

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
支
援
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

社
会
福
祉
協
議
会
に

委
嘱
し
、
福
祉
課
と
の
綿
密

な
連
携
の
も
と
進
め
て
お

り
、
実
績
も
上
が
っ
て
い

る
。

質
問
三　

若
者
無
業
者
の
中

で
、
引
き
こ
も
り
者
へ
は
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
の

か
。

答
弁　

来
年
度
か
ら
県
の
引

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
も
開
設
さ
れ
る
の
で
、
福

祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

県
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
。

質
問
四　

市
民
部
長
と
し
て

退
職
を
前
に
市
民
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

鹿
島
市
の
進
展
の
た

め
に
三
世
代
同
居
を
勧
め
た

い
が
、
一
般
的
に
高
齢
者
に

は
、
「
親
孝
行
し
や
す
い
高

齢
者
」
と
「
親
孝
行
し
に
く

い
高
齢
者
」
が
い
る
と
い
わ

れ
る
。
自
戒
を
込
め
て
親
孝

行
し
や
す
い
高
齢
者
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

災
害
時
の
危
機
管
理

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）

災
害
時
の
危
機
管
理

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）

災
害
時
の
危
機
管
理

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）

若
者
無
業
者
に
つ
い
て



一
般
質
問

8

一
般
質
問

9

平
成
29
年
度
鹿
島
市
一般
会
計
予
算
に
つ
い
て

鹿
島
市
に
お
け
る
民
生
費

（
社
会
保
障
費
）の
課
題
に
つ
い
て

松
田
　
義
太
　
議
員

質
問
一
　
民
生
費
の
推
移
を

見
て
み
る
と
平
成
元
年
が
約

17
億
４
千
万
、
平
成
27
年
が

約
52
億
３
千
万
と
約
３
倍
に

伸
び
、
市
の
予
算
の
４
割
を

占
め
て
い
る
。
拡
大
す
る
背

景
と
、
今
後
安
定
的
な
財
源

の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
考

え
る
が
担
当
課
の
見
解
を
お

伺
い
す
る
。

答
弁　

当
市
に
お
い
て
、
児

童
福
祉
費
が
平
成
11
年
が
約

12
億
１
千
万
、
平
成
27
年
が

約
22
億
８
千
万
と
約
２
倍
に

伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子

育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
、

「
保
育
施
設
の
整
備
や
運
営

支
援
。
児
童
手
当
、
医
療
費

助
成
等
」
が
考
え
ら
れ
る
。

又
、
医
療
費
助
成
（
子
ど
も

等
）
の
充
実
な
ど
、
地
方
単

独
で
出
来
る
事
は
着
実
に
実

施
し
て
い
く
。

　

同
時
に
財
源
の
確
保
は
消

費
増
税
な
ど
今
後
、
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
、
県
内
市
町
や
市
長

会
等
と
連
携
し
て
国
県
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

質
問
二　

介
護
保
険
の
総
費

用
は
急
速
に
拡
大
し
て
お

り
、
「
制
度
の
持
続
・
継
続

性
」
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
国
は
要
支
援

１
・
２
の
軽
度
者
を
従
来
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
事
業

者
な
ど
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り

「
公
費
に
頼
ら
な
い
地
域
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
る
。
鹿

島
市
に
お
い
て
、
そ
の
役
割

を
担
う
生
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
体
制
整
備
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
地
域
（
行
政
区
・

民
生
・
児
童
委
員
）
と
の
連

携
は
も
と
よ
り
、
地
元
医
師

会
、
介
護
事
業
者
等
の
協
力

が
不
可
欠
と
考
え
る
。
委
託

事
業
で
は
あ
る
が
、
市
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

答
弁　

生
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
も
社
会
福
祉
協

議
会
と
密
に
連
携
し
て
、
責

任
を
持
っ
て
体
制
整
備
に
努

め
て
い
く
。

質
問
三　

こ
れ
か
ら
の
鹿
島

市
地
域
福
祉
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
は
。

答
弁　

全
国
に
事
例
が
あ
っ

て
も
完
成
し
た
モ
デ
ル
は
な

い
。
鹿
島
モ
デ
ル
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

鹿
島
市
に
お
け
る
民
生
費

（
社
会
保
障
費
）の

課
題
に
つ
い
て

市
民
に
親
切
な
市
役
所
に
つ
い
て

中
村
　
一
尭
　
議
員

質
問
一
　
市
民
の
皆
さ
ん
は

市
役
所
へ
よ
く
行
か
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
確
定
申
告
や
住

民
票
の
発
行
、
農
地
や
建

築
、
住
ま
い
や
福
祉
の
手
続

き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
に
と
っ
て
た
ま
に
し
か

行
か
な
い
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
く
行
か
な

い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
市
役

所
に
行
っ
た
と
き
に
緊
張
し

た
り
不
安
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。

　

窓
口
で
誰
に
話
し
か
け
て

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
し
、

話
し
か
け
づ
ら
い
雰
囲
気
も

今
の
市
役
所
に
は
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
で
あ

る
市
長
や
副
市
長
の
責
任
で

す
。
部
下
の
職
員
さ
ん
が
働

き
や
す
い
職
場
の
環
境
を
整

え
て
い
る
の
か
。
職
員
さ
ん

た
ち
が
、
働
き
や
す
い
職
場

は
良
い
雰
囲
気
で
、
市
民
の

人
た
ち
も
気
軽
に
訪
れ
ら
れ

る
開
か
れ
た
市
役
所
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

最
近
で
は
大
手
広
告
代
理

店
の
女
性
社
員
自
殺
問
題

で
、
国
は
働
き
方
改
革
推
進

と
い
う
こ
と
で
一
気
に
社
会

が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
市
の
職
員
さ
ん
が
働
き

や
す
い
よ
う
に
、
そ
し
て
良

い
職
場
の
雰
囲
気
を
も
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
切

な
市
役
所
を
目
指
し
て
欲
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
長

は
も
っ
と
市
役
所
内
を
回
っ

た
り
、
色
ん
な
窓
口
に
行
っ

た
り
、
市
民
と
会
話
し
て
、

訪
れ
や
す
い
市
役
所
を
作
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
？

答
弁　

職
員
を
信
用
し
て
い

ま
す
の
で
、
ト
ッ
プ
の
私
が

見
て
回
ら
な
い
と
職
員
が
真

面
目
に
や
ら
な
い
と
か
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
私

が
市
役
所
内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し

た
ら
逆
に
職
員
が
緊
張
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
こ
は
部
長
に

任
せ
た
り
、
課
長
に
任
せ
た

り
し
て
、
部
下
の
管
理
を
徹

底
し
ま
す
。
最
近
は
、
市
役

所
内
の
雰
囲
気
が
良
く
な
っ

た
ね
と
直
接
私
に
言
っ
て
こ

ら
れ
る
市
民
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
親

切
な
市
役
所
を
目
指
し
て
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
島
の
農
業
振
興
の
課
題
に
つ
い
て

稲
富
　
雅
和
　
議
員

質
問
一
　
鹿
島
市
緊
急
農
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
態
勢

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

設
置
の
目
的
や
考
え
方
、
現

状
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

農
業
農
村
を
取
り
巻

く
情
勢
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

貿
易
の
枠
組
み
の
見
直
し
、

農
業
団
体
の
組
織
改
革
な
ど

農
政
の
大
き
な
変
換
期
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
将
来
的
に
農
業
・
農
村

を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

る
の
か
、
ま
た
早
急
に
対
応

し
て
い
く
課
題
は
何
か
を
洗

い
出
し
、
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
施
策
を
横
の
繫
が

り
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
事
を
柱
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
を
設
置
し
た
。

　

農
業
競
争
力
強
化
、
新
し

い
農
地
制
度
、
中
山
間
地
振

興
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
の
４

つ
を
早
急
か
つ
緊
急
的
な
課

題
と
し
て
次
年
度
よ
り
２
年

間
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
農
業
者
等
の
知
恵

や
工
夫
を
お
伺
い
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
な
く
て
は
い
け

な
い
た
め
、
市
内
の
農
業
者

の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
画
し
て
頂
き
、
現
場

目
線
で
の
事
業
遂
行
を
し
て

い
く
。

質
問
二　

イ
ノ
シ
シ
解
体
処

理
施
設
の
設
置
を
望
む
声
も

あ
る
中
、
解
体
処
理
施
設
の

設
置
に
つ
い
て
の
可
能
性
、

取
り
組
み
状
況
な
ど
お
聞
き

し
ま
す
。

答
弁　

猟
友
会
で
は
、
捕
獲

し
た
イ
ノ
シ
シ
の
有
効
活
用

や
特
産
品
を
目
指
し
た
イ
ノ

シ
シ
肉
の
生
産
や
ジ
ビ
エ
の

取
り
組
み
の
た
め
解
体
処
理

施
設
の
候
補
地
を
選
定
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
自

己
財
源
が
少
な
い
こ
と
や
周

囲
へ
の
配
慮
、
排
水
対
策
な

ど
様
々
な
点
で
難
航
さ
れ
て

い
る
。
排
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
保
健
所
と
協
議
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
血
を
含
ん

で
い
ま
す
の
で
汚
水
対
策
の

ク
リ
ア
が
必
要
。
財
源
確
保

の
検
討
の
場
と
し
て
猟
友
会

長
と
市
、
県
生
産
者
支
援

課
、
農
政
企
画
課
の
担
当
者

と
イ
ノ
シ
シ
解
体
施
設
設
立

の
補
助
金
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

勝
屋
　
弘
貞
　
議
員

質
問
一
　「
市
長
と
語
る
会
」

の
内
容
と
感
想
。

答
弁　

災
害
時
対
応
の
備
蓄

状
況
や
、
沿
岸
道
路
に
つ
い

て
は
太
良
・
諫
早
と
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
旨
な
ど

を
話
し
た
。
特
に
市
民
会
館

建
設
に
つ
い
て
は
財
源
・
規

模
・
工
法
な
ど
具
体
的
な
方

針
を
策
定
す
る
た
め
、
情
報

を
提
供
し
意
見
を
聞
く
と
い

う
趣
旨
が
あ
っ
た
。
６
次
計

画
に
取
り
組
み
１
年
。
新
年

度
予
算
に
直
接
関
係
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
単
年
度
で

は
な
く
当
面
の
課
題
を
考
え

こ
の
時
期
に
開
催
と
な
っ

た
。

　

部
課
長
も
同
席
し
て
い
た

が
、
「
市
役
所
職
員
は
評
論

家
で
は
な
く
実
務
家
た
れ
」

と
、
や
り
取
り
を
踏
ま
え
、

課
を
超
え
当
事
者
意
識
で
担

当
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。

質
問
二　

空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
取
り
組
み
と
問
題
点
、

及
び
今
後
の
施
策
は
。

答
弁　

今
年
度
で
10
年
目
。

登
録
総
数
53
。
内
入
居
数

21
。
Ｈ
Ｐ
等
を
使
い
広
く
空

き
家
の
情
報
を
公
開
し
、
市

外
か
ら
の
転
入
促
進
を
目
的

に
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
等
を
し

た
。

　

問
題
点
は
空
き
家
の
掘
り

起
こ
し
に
効
果
的
な
手
段
が

見
つ
か
ら
ず
、
所
有
者
頼
み

に
な
り
が
ち
。
相
続
の
問
題

等
の
理
由
で
、
活
用
し
な
い

所
有
者
も
多
い
。
移
住
者
は

就
労
場
所
や
生
活
環
境
で
不

安
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

情
報
は
随
時
更
新
し
て
い

る
が
、
登
録
物
件
数
の
多
い

先
進
事
例
地
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
市
内
へ
の
制
度
周

知
用
チ
ラ
シ
の
配
布
や
全
区

長
へ
の
空
き
家
情
報
の
提
供

依
頼
な
ど
、
市
全
域
の
空
き

家
実
態
を
把
握
す
る
為
に
、

対
策
を
検
討
す
る
。

質
問
三　

地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
内
容
は
。

答
弁　

来
年
度
か
ら
５
年
、

バ
ス
路
線
変
更
な
ど
運
行
の

実
態
や
課
題
を
検
証
し
て
再

編
す
る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
は
初
め
て
の
取
り
組
み

で
、
今
年
の
10
月
に
廃
止
バ

ス
路
線
エ
リ
ア
か
ら
導
入
し

拡
充
し
て
い
く
。
高
津
原
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
買
い
物

施
設
等
へ
の
乗
り
入
れ
と
降

車
を
フ
リ
ー
に
す
る
。

※
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
：

会
員
制
で
時
刻
表
の
あ
る
相

乗
り
タ
ク
シ
ー
。
事
前
に
予

約
し
、
自
宅
ま
で
迎
え
に
来

る
。
降
り
る
場
所
は
指
定
さ

れ
た
施
設
や
バ
ス
停
と
な

る
。

市役所１階市内循環バス



一
般
質
問

広
域
議
会
報
告
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新
年
度
予
算
審
査
報
告

11

農
業
・
農
村
の
振
興
計
画
に
つ
い
て

中
村
　
和
典
　
議
員

質
問
一
　
佐
賀
県
農
業
白
書

を
見
て
鹿
島
市
の
農
業
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
地
位
に
あ
る

の
か
。

答
弁　

全
県
的
に
産
地
規
模

の
縮
小
化
が
進
ん
で
お
り
、

鹿
島
市
も
例
外
で
は
な
い
。

ラ
ン
ク
付
け
は
一
概
に
は
で

き
な
い
。

質
問
二　

第
六
次
総
合
計
画

の
農
業
分
野
及
び
緊
急
農
業

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
毎
年

度
の
実
績
は
市
民
に
公
表
す

る
の
か
。

答
弁　

生
産
者
や
市
民
が
何

か
変
わ
っ
た
な
と
感
じ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。

質
問
三　

集
落
営
農
組
織
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
と

分
析
結
果
の
内
容
は
。

答
弁　

平
成
18
年
に
水
田
経

営
所
得
安
定
対
策
の
要
件
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
18
組
織
の
組
合
員
７
４

４
人
を
対
象
に
、
集
落
営
農

の
問
題
を
「
見
え
る
化
」

し
、
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
組
合
員

の
年
齢
は
60
歳
以
上
が
60

％
、
後
継
者
な
し
が
79
％
、

法
人
化
を
進
め
る
べ
き
が
23

％
、
今
後
は
必
要
と
思
う
が

60
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
一　

鹿
島
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
方
針
の
内
容

は
。

答
弁　

鹿
島
市
が
所
有
す
る

公
共
施
設
等
の
あ
り
方
に
関

す
る
基
本
方
針
で
、
対
象
期

間
は
、
本
年
か
ら
２
０
４
６

年
ま
で
の
30
年
間
と
し
て
い

る
。

質
問
二　

地
域
農
業
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
実

施
状
況
は
。

答
弁　

市
内
に
可
動
堰
の
頭

首
工
は
29
ケ
所
あ
る
。
そ
の

う
ち
30
年
を
経
過
し
た
も
の

が
20
ケ
所
あ
り
、
年
次
計
画

に
沿
っ
て
修
繕
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

質
問
三　

工
事
費
に
つ
い
て

は
、
各
頭
首
工
の
状
況
に
よ

っ
て
異
な
る
と
思
う
が
、
負

担
割
合
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

国
55
％
、
県
15
％
で

70
％
、
市
と
地
元
が
土
改
連

賦
課
金
を
含
め
て
32
・
５
％

で
あ
る
。
し
か
し
、
中
川
水

系
は
他
の
水
系
に
比
べ
市
の

負
担
割
合
が
６
・
５
％
高

い
。

質
問
四　

今
後
、
負
担
割
合

を
見
直
す
考
え
は
な
い
の

か
。

答
弁　

他
に
も
関
連
施
設
が

沢
山
あ
る
の
で
、
全
体
的
に

検
討
し
た
い
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て

　去る２月21日に定例議会が開催され、平成29年度一般会計及び後期高齢者医療特別会計の歳
入歳出予算（案）、後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例等が全会一致で可決
決定された。
　平成29年度の特別会計歳入歳出予算総額は１，２５６億９，８７４万１千円、前年度当初予算
比４０億４，１０６万８千円（３.３％）の増。
　平均被保険者数は１２万２，４００人（１. 29％の増）、１人当たり医療給付費は１０１万
６千円を見込み、医療給付費総額は１，２４４億７，５６７万円（３.33％増）を計上。（29年
度の保険料率は、現行と同じく据え置き。）
　患者負担の軽減や医療給付費（調剤）の適正化を図るため、ジェネリック医薬品の使用を推
進し、ジェネリック医薬品の数量シェア目標を平成29年半ばで70％以上、平成32年度末までに
80％以上を目指すこととされた。

　　　　佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 田 一 美

【佐賀県後期高齢者医療広域連合議会　２月定例会報告】

　平成２９年３月２日の本会議において付託されました
議案第１号「平成２９年度鹿島市一般会計予算について」
議案第２号「平成２９年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について」
議案第３号「平成２９年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計予算について」
議案第４号「平成２９年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について」、　議案第５号「平成２９
　　　　　　年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について」
議案第６号「平成２９年度鹿島市給与管理特別会計予算について」
議案第７号「平成２９年度鹿島市水道事業会計予算について」
の７議案については、３月７日に現地調査を、８日、９日、１０日、１３日、１４日に審査を計６
日間にわたり特別委員会を開き、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決しました。
　以上、会議規則第９８条の規定により報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新年度予算審査特別委員会　委  員  長　徳村　博紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　中村　一尭

新年度予算審査特別委員会審査報告書

　行財政運営は市民の暮らしを守るために公平公正でなくてはいけない。予算案に次の理
由で反対する。
①同和２団体へ活動費丸がかえの団体補助4 , 0 7 4 , 0 0 0円。
②全体計画も示されない道の駅整備事業。今の計画でも必要ないと思われるものがある。
③交流プラザ関連予算完全な状況で買いとったはずの施設。次々と修理箇所が出て来てい
　る。
④市の職員大幅に削減し続け、職員の生命と健康をおびやかしている。120時間もの
　残業。長期休暇も多く、その中にはメンタルによる休暇もある。この事は仕事にも支障
　が出る。

平成29年度一般会計予算審査の委員長報告に反対する討論

公平・公正な行財政運営を

　すべての当初予算に賛成でありますが、議案第１号、平成29年度一般会計当初予算につ
いて賛成の立場で討論いたします。一般会計当初予算は、歳入歳出総額１２，８７９，０
００千円で編成され、28年度当初予算対比７２５，０００千円（５・３％）の減である
が、地方創生に沿ったバランスがとれた予算となっている。定住促進・子育て支援等の施
策や道の駅鹿島整備や市営住宅跡地活用などの投資的経費や、民生費として、ファミリー
サポートセンター事業、鹿島小学校大規模改修事業にともない放課後児童クラブの鹿島小
学校内設置や古枝小学校大規模改修や放課後児童クラブ建設事業、中学生までの医療費無
料化と窓口での医療費支払無等の子育て支援にも十分配慮した予算であり、少子化対策予
算となっている。産業面でも圃場整備による農業振興にも取り組む予算であり、議案第１
号平成29年度一般会計当初予算に賛成する。

平成29年度一般会計予算審査の委員長報告に賛成する討論

議案第１号平成29年度一般会計当初予算

討論採決の結果、賛成多数で可決しました。

松尾  征子

福井　正

鹿島小学校

鹿島川頭首工

古枝小学校
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鹿島市議会災害対策会議要綱

　近年、多発しております災害等（地震、津波、台風、ゲリラ豪雨）について、鹿島市議会と
して市民の安全・安心を考え、約１年間、先進地視察や研修会実施し、災害における議員の対
応を総務建設環境委員会内で検討してまいりました。
　慎重に議論を重ね、災害対策会議要綱をつくり上げることができました。この要綱を設置す
ることで、災害に対して議員の迅速な対応が可能になると考えております。
　以下、要綱の概略を記載します。
　鹿島市議会災害対策会議要綱は、
第１条（趣旨）から始まり、第２条（設置について）、第３条（組織について）、第４条（所
掌事務について）、第５条（議会事務局の役割）、
第６条（補足）となっています。
　市民の方にもご理解いただけるように、下記の図
式表を作り、市役所４階、議会フロアーに常時掲
げ、議員一人ひとりが緊張感を持ち災害対応に努め
てまいります。
　この要綱は、平成29年４月１日から施行していま
す。

議会運営委員会行政視察報告
日程／平成29年１月25日～26日

　平成29年１月25日～26日に議会運営委員会の行政視察をしてまいりました。
１月25日三重県伊賀市
　伊賀市は、早稲田大学マニフェスト研究会による2015年調査で全国約1800の都道府県議会・市町
村議会の中で17位です、次に記述する亀山市が39位、鹿島市は206位です。
　議会基本条例は平成19年２月２8日に議員発議され可決されました。これは全国の市議会として最
初に公布・施行された条例であります。条例に基づく活動は、議会報告会・政策討論会・出前講
座・議員定数・議員報酬・基本条例の見直し・執行機関との関係（一問一答方式・反問権付与・文
書質問）・議員研修の充実強化・議会広報の充実からなっています。
　議会報告会は、４人６班体制で任期中は同一班・班編成は期数順に振り分け地域性は考慮されて
いません。報告会は概ね小学校区単位に設置された「38地区の住民自治協議会」を対象に各年１回
開催されています。
　政策討論会は、提案者による説明（議題・趣旨・提言）ののち、参加議員による自由討議が行わ
れます。
　出前講座は各委員会活動として市民各種団体との意見交換が行われ議会での質問や提言に資され
ています。
　議決すべき事件の積極的検討・企業会計に係る議会のチェック機能の充実・議会のＩＴ化（平成
27年４月にタブレットを議員が購入し会議に持ち込みが許されています）執行部も紙情報が使用さ
れており、完全ペーパーレスとはなっていません。

 １月26日三重県亀山市議会
　三重県亀山市は人口４９,７０９人、２０,８１７世帯です。
　亀山市議会では、議員全員で構成する議会改革推進会議で継続的に議会改革に取り組まれていま
す。その目的は①地方分権の時代にふさわしい議会の在り方の調査研究、②社会情勢や他市の状況
等議会を取り巻く環境の調査研究、③条例における目的の達成の検証④検討部会の部会員の選出、
⑤亀山市議会「議会改革推進会議規定」に関すること、⑥その他推進会議の目的の達成に必要な事
項に関することを行われています。
　広聴広報の取り組みとして、
　①議会だよりとして定例会４回新年号１回発行されています印刷製本費として、年間260万円の予
算であります。編集は広報広聴委員会で取り組まれています。
　②議会映像の放送とインターネット配信として、平成20年８月から本会議・各常任委員会をイン
ターネットでライブと録画で配信。ケーブルテレビでは本会議をライブ・録画放送されています。
　議会映像等インターネット配信業務経費は、年間約260万円です。映像は、会派代表者会議で確認
後、議会事務局（職員６名と臨時職員１名、運転手１
名）で番組原稿を作成、事務局で議会活動の映像撮影
し、番組制作をケーブルテレビ会社に委託し平成23年９
月定例会より放送がスタート。
　「こんにちは市議会です」は広報広聴委員会で番組づ
くりが行われています。

伊賀市議会議場

鹿島市議会における災害対策

要綱設置で、災害時の議員の対応が迅速に

鹿
島
市

議
　
員

鹿島市災害対策本部設置
鹿島市議会災害対策会議

《被災情報の収集・整理》

組織体制：全議員
設置場所：全員協議会室

鹿島市議会災害対策会議本部
組織体制：議長、副議長、議会運営委員会委員長
　　　　  総務建設環境常任委員会委員長
　　　　  文教厚生産業常任委員会委員長
設置場所：議長室

地域の状況調査
各地域の道路災害状況、各地域での避難状況の
把握など

地震　　　震度４以上
風水害等　市長の判断による

各議員の安否確認
各議員からの居場所報告

自主防災組織（地域住民）と連携し、地域の実情を把握し、
状況を報告する

災害状況の報告

市からの依頼事項

議会が収集した情報の提供

相互の連絡

避難場所等の調査
各小学校、放課後児童クラブ、各保育所（園）
帰宅困難者避難場所、各公共施設など

その他
議長が必要と認めるもの
国・県への要望

災害

〉

〉

委員長　福井　正　　　　副委員長　松本末治

委　員　伊東　茂　　　　委　　員　角田一美

委　員　勝屋弘貞　　　　委　　員　稲富雅和

オブザーバー（副議長）光武　学

●三重県伊賀市　　人口：93,896人　　世帯数：39,845世帯
●三重県亀山市　　人口：49,709人　　世帯数：20,817世帯
研修内容は２ヶ所とも議会改革全般について研修。
　①議会基本条例制定過程と主な活動事項　　②議会報告会
　③議会広報　　④議員提案（政策提案）の実施状況



委
員
会
審
査
報
告

　条例制定の背景として、犯罪被害者等は精神的、経済的被害等の副次的な被害に苦しむこと
も少なくない。誰もが犯罪被害者等になる可能性がある中、犯罪被害者等の視点に立った施策
を講じ、その権利利益の保護を図る必要がある。
　条例第１条の目的は、犯罪被害者等基本法に基づき、鹿島市における犯罪被害者等の支援の
施策を推進し、犯罪被害者等が受けた被害の軽減及び回復を図り、もって安心なまちづくりに
寄与することである。
　第３条で市の責務、第５条で市の支援、第６条で見舞金の支給について規定している。
条例は、平成29年４月１日から施行する。

　平成29年２月28日の本会議において付託されました議案第８号「鹿島市犯罪被害者等
支援条例の制定について」は、３月６日に委員会を開き、審査の結果、原案のとおり可決
すべきものと決しました。
　以上、会議規則第98条の規定により報告します。

総務建設環境委員会審査報告書　議案第８号

　条例制定の理由は、公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律に基づき、
職員を公益的法人等へ派遣するために必要な事項を定めるためである。本市では従前から公益
的法人等と協力関係を構築してきた。今後、地方創生や地域主権が進展していく中、公益的法
人等との連携をより一層強化していくことが求められることが想定される。
　第２条は職員を派遣できる公益法人等や期間及び取り決め、第４条は派遣職員の給与につい
て規定している。
　条例は、平成29年４月１日から施行する。

　平成29年２月28日の本会議において付託されました議案第９号「鹿島市職員の公益的
法人等への派遣等に関する条例の制定について」は、３月６日に委員会を開き、審査の結
果、原案のとおり可決すべきものと決しました。
　以上、会議規則第98条の規定により報告します。

総務建設環境委員会審査報告書　議案第９号
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委員長　　伊東　 茂

副委員長　勝屋　弘貞

委　員　　片渕清次郎

委　員　　樋口　作二

委　員　　中村　一尭

委　員　　稲富　雅和

委　員　　松尾　征子

委　員　　光武　学

特
別
委
員
会
中
間
報
告

地方創生対策特別委員会
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　鹿島市では、鹿島市まち・ひと・しごと創生総合戦略が策定され、政策目標が示されまし
た。力強く推進し地方創生を加速させるとしています。
　平成27年８月27日から10月まで子育て世代の市民へのアンケート調査を行いました。子育て
世代の意見として「出産祝い金があったら子育てにすごく助かる」、「給食費の無料化」、
「子供とゆっくり食事できるお店が欲しい」、「保育料の低減」、「地域で育てられるような
ふれあい事業」などの意見がありました。
　平成28年７月19日から３日間、福岡市、国東市、別府市、延岡市、宮崎市に行政視察。11月
18日に佐世保商店街へ視察。平成29年２月２日か佐賀県さが創生推進課で勉強会を開催しまし
た。
　今後も鹿島市においては、国や県と密に連携し地方創生を更に推進させるよう委員会として
取り組みます。

委員長　稲富　雅和　　　副委員長　中村　一尭
委員　　杉原　元博　　　委員　　樋口　作二
委員　　　田　一美　　　委員　　松本　末治
委員　　福井　正
オブザーバー　（議長）松尾勝利

まちづくり推進構想対策特別委員会
　去る平成27年６月12日の本会議におきまして、まちづくり推進構想対策特別委員会を設置す
ることが決定されました。
　まず平成27年11月16日～18日に熊本県から鹿児島県にかけて視察を行いました。熊本県にお
きましては、山鹿市の歴史の街づくり、新庁舎・市民交流センターを視察。鹿児島県阿久根市
におきましては、新幹線開業後のまちづくりについて、各市役所担当課と鉄道会社より、これ
までの取り組みと、これからの問題点を克服するためにどのような対策をとっているか説明を
受けました。
　平成28年１月21日、市民会館建設検討委員会７名、市執行部６名、まちづくり推進構想対策
特別委員会８名の計21名で意見交換会を行いました。
　市民会館建設検討委員会から、専門的な制限・法律的課題・立地的条件等、市民の団体・学
校・ＰＴＡ・公募市民の委員さんに協議をしていただいた結果、建設の方向でいくという提言
がなされました。意見交換会のなかでも、建設の方向で財源等に配慮しながら、慎重かつ丁寧
に議論をしていくということになりました。
　現在までに報告できる内容としましては、新世紀センターが完成し鹿島市の防災に大きく貢
献している事、市民会館の建設については進めていくという方向性が決まったという事です。
しかしながら、市民会館の持つ機能をどれだけ市民生活に役立てることができるか、というこ
とがこれからの大きな課題になってくると思われます。

委員長　徳村　博紀　　　副委員長　勝屋　弘貞

委　員　片渕清次郎　　　委　　員　中村　和典　　　委　員　松田　義太

委　員　伊東　茂　　　　委　　員　松尾　征子

オブザーバー（副議長）光武　学

佐世保市のアーケード
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1月

2月

3月

  ６日　議会だより編集委員会
13日　佐賀県市議会議長会
17日　全員協議会
18日　議会だより編集委員会
23日　議会だより編集委員会
24日　議会運営委員会行政視察（～２６日）
26日　九州市議会議長会理事会

 ２日　全国広域連携市議会協議会総会
　　　 地方創生対策特別委員会行政視察
 ８日　議会運営委員会
 ９日　全国市議会議長会評議員会
13日　国道498号整備促進期成会　県への提案活動
14日　佐賀県後期高齢者医療広域連合議会定例会議案勉強会
15日　総務建設環境委員協議会
   　　 文教厚生産業委員協議会
16日　杵藤地区広域市町村圏組合議会定例会議案勉強会
17日　鹿島・藤津地区衛生施設組合議会定例会
　　　 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会定例会
22日　議会運営委員会
　　　  全員協議会
23日　佐賀県西部広域環境組合議会定例会
24日　鹿島市議会３月定例会　開会（～３月23日）
　  　　全員協議会
　　　 杵藤地区広域市町村圏組合議会定例会
28日　３月定例会　議案審議・討論・採決

  ２日　３月定例会　議案審議・討論・採決
  ６日　総務建設環境委員会
  ７日　新年度予算審査特別委員会　(～１４日)
　　　  地方創生対策特別委員会
16日　３月定例会　一般質問　(～２３日)
　　　  全員協議会

議長交際費を公表します。

21日　まちづくり推進構想対策特別委員会
24日　３月定例会　委員長報告・議案審議・討論・採決・閉会
　　　  議会運営委員会
　　　 全員協議会
28日　杵藤地区広域市町村圏組合議会定例会　

１月１１日　大分県中津市議会　　１名

１月２３日　広島県東広島市議会　３名

１月２７日　愛知県江南市議会　　８名

２月　２日　岡山県玉野市議会　　８名

２月１４日　千葉県香取市議会　　３名

３月１７日　佐賀県太良町議会　　６名
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0

0
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2
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